地震時の損傷を軽減できる鉄筋コンクリート梁の実現 by 科学技術動向センター & 科学技術動向研究センター
科 学 技 術 動 向　2007年 4月号
6
























Concrete Structures with Hinge Isolated System）
を開発し、譛日本建築総合試験所の建築技術性能
証明書を取得したと2007年２月に発表した。
　RCHIS梁は、梁端部の一定区間を主筋とコンク
リートの付着を除去した区間（付着除去区間）と
主筋とコンクリートの付着した区間（付着区間）
に分離し、主筋と平行に主筋より小さな径の補助
主筋を設け、端部の補助主筋には□型の補強筋を
配筋してある。これにより、従来の梁と同等の剛
性と強度を確保しながらも、主筋の付着除去区間
で主筋が降伏することによって従来よりも多くの
地震エネルギーを吸収できる。図１に示すように、
主筋の付着除去部端部における曲げ戻し効果と、
補助主筋の付着力によるトラス機構のせん断力の
伝達により、損傷を梁端部（柱際）のひび割れだ
けに限定し、梁のコンクリートにひび割れを生じ
させず、エネルギー吸収性能に優れ、大きな変形
まで可能な梁が構築でき、従来よりも高い耐震性
を得ることができる。また、大地震時に生じるひ
び割れが梁端部のみに留まり、補修がある場合で
も梁端部の補修のみで済み、復旧も短期間で済む。
　従来は、梁端部に開孔を設けることは構造性能
を大きく低下させるために困難であり、室内空間
の有効利用ができなかった。しかし、この技術では、
梁端部の損傷が少ないため、梁せい注２）の３分の
１まで設備用配管の開孔を設けることが可能とな
り、従来は部屋の中を通していた配管を梁端部に
設置できる。今後、建設企業各社は、実建物適用
を推進していくと発表している。
注１：金属材料に応力を加えいくと応力‐歪曲線上のある
ところで、応力は増加せずに歪だけが増加する。これを降
伏という。
注２：梁幅に対して、梁の高さを示す。
提供：㈱奥村組技術研究所
図２　RCHIS 梁の構成
図１　従来RC梁とRCHIS 梁の挙動概念
